
 

 

 

令和７年度 犬山市の経済動向についての分析結果 
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犬山商工会議所の令和７年度事業として、「RESAS（※）」を用いて犬山市の経済動向の分析を行い

ました。 

各調査項目においての推移や他市町村との定量的な比較をすることで、犬山市の特性や長所／短所

などが見えてくるものとなっております。これから起業しようとお考えの方、もしくは以前より犬山

市内で商売をしている方にとって今後の経営戦略を組むうえで参考になる部分が含まれている可能性

が高いので、民間企業を経営されているみなさまにはぜひご覧いただますようお願いいたします。 

 

 

※ RESAS（リーサス）は、内閣官房のデジタル田園都市国家構想実現会議事務局及び内閣府地方創

生推進事務局が運用している産業構造や人口動態、人の流れなどに関する官民のいわゆるビッグデー

タを集約し、可視化を試みるシステムである。地域経済分析システムという表現も用いられる。

RESAS は、Regional Economy (and) Society Analyzing System の略である。（wikipedia より） 

 

  



１．マーケティングマップ 

・滞留人口メッシュ分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通過人口メッシュ分析 

 

 

 

 

 

  

すべての時間帯で見た場合、犬山駅周辺、観光客

の多い道路、中山町、イクサム・マックスバリュ近

辺、旧清水屋跡地、犬山ガス付近、カネスエ・三河

屋・総合犬山中央病院地域、犬山ニュータウン、長

者町、羽黒駅周辺、楽田駅周辺がメッシュの濃いエ

リアとなっている。 

楽田地区の南側は小牧市になるが、そこからすぐ

にメッシュの濃いエリアが広がっている。小牧市の

中心部ではないにもかかわらず犬山市の中心エリ

アと同等以上の滞留人口があるということは、立地

が犬山市内である場合は商売などが不利に働くこ

とが懸念される。 

また名鉄小牧線・旧４１号（県道２７号線）線沿

いや名鉄犬山線・県道６４号線沿いが特に発展して

いるが、それ以外のエリアは発展していないことを

示す。それは市街化調整区域が多くを占めているた

め仕方がないにせよ、市街化区域についてはまだ発

展の余地があると言える。 

時間帯を日中に絞ると、モンキーパーク、リトル

ワールド、明治村、村田機械、エナジーサポートア

リーナにも集中しており、仕事や観光・レジャーだ

けでなくスポーツ施設の利用者も多い 

犬山では国道４１号線という大動脈があり、次い

で旧４１号（県道２７号線）が最も交通量が多い。

その中でも特に犬山駅、羽黒駅、楽田駅付近で交通

量が増しており、これらの駅周辺を目的地として車

両が走行していることがわかる。そしてそれらの駅

を中心に東西南北への交通量が増えており、犬山の

中心市街地は犬山・羽黒・楽田であるといえる。 

そのほか、小牧東インターチェンジへ向かう道路の通行量が多いことがわかるが、こちらについては

目的地としてではなく通過点として利用であり、多治見・春日井方面と接続している。このルートにつ

いては通行量の連続性を見たところリトルワールド・明治村を目的地としているものと推測される。 



２．観光マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

ご存知のとおり、犬山には観光地点や観光に付随

する施設が多い。しかし、全盛期には犬山温泉とし

てたくさんの宿泊施設と部屋数が存在したものの、

景気の後退に伴い耐力の弱い旅館は廃業し、ホテル

も規模を縮小して稼働するようになった。 

縮小されたといっても観光地であることに

は変わらず、一定数の宿泊施設は存在する。 

しかし他の観光都市と比べた場合、例えば

岐阜県高山市と比較すると、観光客数はほぼ

同等であるのにもかかわらず、宿泊者数は犬

山が 212,753 人、高山が 2,765,809 人と 10 倍

以上の開きがあり観光客数の割合から考える

と宿泊する人が非常に少ないと言える。 

これには２つの原因が考えられ、１つは名古屋市

や岐阜市のような人口密集地から近く日帰りで行

ける距離であるため多くの観光客が宿泊を必要と

していないことである。またもう１つの原因とし

て、名古屋→犬山→高山と観光をする場合、名古屋

や高山が宿泊地として選ばれる点が挙げられる。犬

山には老舗の大浴場・露天風呂つき温泉ホテルもあ

るが、それよりも宿泊施設の多い名古屋や高山のほ

うが選択肢も多く、そこに価値を見出すというニー

ズが存在するものだと推察する。 

観光客の宿泊者が少ないということは滞在時間

にも影響し、宿泊業だけでなくそれ以外の業種であ

る飲食サービス、土産品、体験サービスの売上高に

も影響があることは想像に容易い。 



３．人口マップ 

・自然増減分析 

 

 

社会増減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会増減分析 

 

 

  

合計特殊出生率については、犬山市は

昔から低めであったが、多治見や瀬戸は

さらに低かった。 

しかし数十年が経過したことで多治

見・瀬戸の合計特殊出生率は改善され

た。そのような中 犬山市は横ばいを続

けており、結果 現在では近隣市町村の

うちで最低となっている。 

転入・転出については２０２２年まで

は多少の増減を繰り返すだけであった

が、２０２３年になって転出が大きく上

回った。半数以上がランキング外のその

他の市町村である。 

また別の表である愛知県の転入・転出

について、２０２０年以降から転入より

東京圏への転出割合が大きくなってお

り、このことから犬山市から東京圏であ

る関東各地への転出が多くなっている

ことが推測される。 



 

・通勤通学人口分析 

 

 

 

 

  

昼と夜の人口比率については、2020 年

の犬山市では 96.14％となっており、比較

的夜のほうが多い「ベッドタウン」とし

て機能していることがわかる。 

それに引き換え小牧市・大口町・豊山

町・名古屋の多くの区は昼のほうが人口

が多く、仕事やその他日中の活動があり

経済活動が盛んであることがわかる。 

年代で分けると、すべての年代

において昼より夜に犬山に居る

人が多いということは、すなわち

仕事や学校で市外へ行っている

人が多いことを示すが、その中で

も特に２０～２４歳の新卒頃年

齢の割合が高い。これは新卒者が

他の市町村に取られていること

を示しており、犬山市での新卒採

用の弱さが浮き彫りとなってい

る。 



 

・地域人口メッシュ分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エリアごとの人口（密集度）については、犬

山駅周辺、羽黒駅周辺、楽田駅周辺、四季の丘、

上坂町、長者町が濃いメッシュとなり、人口密

度が高いことがわかる。 

 

ただし世帯数は全体的に増加傾向

であり、核家族化・単身者の増加を示

すものであると考えられる。 

しかし北古券、東古券、南古券は人口が減少

しており、観光ルートとして利用されているこ

ととの相関関係が疑われる。 

また、羽黒駅周辺が駅前であるにもかかわら

ず人口が減少傾向であることも気にかかると

ころである。 

 



４．産業構造マップ 

・産業構造分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年から 2021 年の売上高

について、全国では上昇してい

る。愛知県としてはほぼ横ばい。

犬山市では下降している。 

下降の主な原因は、犬山の売

上の 48.5％を占める製造業の

下落である。 

 

犬山市の企業数は

年を追うごとに減少

しているが、これは

犬山市内にとどまら

ず、全国・愛知県で

も同様の現象が起き

ている。 

 

従業者数につ

いては、全国で

は上昇、愛知県

では緩やかに上

昇、犬山では下

降となってい

る。 

従業者数と売上高の関係を着目すると、愛知県全体では従業者数は増加しているにもかかわらず

売上は横ばいであるということとなり、労働生産性が落ちているという考察が導かれる。 

それでも愛知県の労働生産性は全国平均を上回って

いる。しかしこれは、愛知県は製造業で保っているか

らほかの弱点になっている業種をカバーできていたと

いう意味でもあるが、製造業の稼ぐ力が下がってしま

ったことで愛知県の労働生産性は全国平均に比べ

17％ほど低いという結果に繋がってしまっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一方  犬山市はどの業種にお

いても労働生産性が愛知県の平

均に及ばず、全国平均から大き

く溝をあけられた形となってい

る。 

犬山市の従業者数が減少して

いるのであれば労働生産性を上

げることで売上高をキープした

いところであるが、そのために

は生産効率を上げるか、もしく

は可能であれば技術力の高さを

活かして利益率の高い仕事受注

する必要がある。 

ちなみに昔から犬山市の製造

業の労働生産性が低かったわけ

ではなく、2016 年には愛知県の労

働生産性は高く、さらにそれを上

回る労働生産性が犬山市にはあ

った。 

この 2021 年での落ち込みの主

な原因は、自動車関連の生産・出

荷の落ち込みおよび COVID-19

ショックによるものだと考えら

れ、全国ではやや下がり、愛知県

では大きく下がり、犬山市ではさ

らに極端に影響を被ったものと

推察される。 



５．地域経済循環マップ 

・地域経済循環分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生産分析 

 

  

犬山市は製造業が中心であ

り、左下の生産では２次産業

が多い。 

それが上側の分配になった

際には流出よりも流入が多く

なっている。ここからは都心

に勤務に出ているベッドタウ

ン現象が読み取れる。また、そ

の他所得が流出になっている

ことから市内事業者の稼ぐ力

や投資所得は弱いと言える。 

犬山市の中分類別での生産額トップは「はん

用・生産用・業務用機械」である。生産額だけ

でなく付加価値額・雇用者所得に関しても高い

割合を出している。 

そしてその稼いだ所得は右下の支出に反映されるが、消費としては市外へ 16.2％も流出しており、他

市町村でよく買い物をしていることを示す。逆に民間投資は流入が多いことから、工場投資など製造企

業の活発さにより支えられていることを示す。また、その他支出での流入が多いことから税金などによ

る市外への流出よりも流入が多い、つまり年金受給者や国・県からの公共投資が多いことになる。 

特に顕著なのは民間消費の流出の件であり、犬山市を成長させようとおもうならば域内での買い物を

増やしたいところである。 

また犬山の産業の中心は「はん用・生産用・業務用機械」

であるというだけでなく、全国市区町村において３１位と、

この分野においてトップクラスの生産額である。 

 



６．農林業漁業マップ 

・農業経営体分析

 

このグラフを見ると愛知県の中において犬山市の農業者数は少ないように見えるが、愛知県のうち

で犬山市が占める面積が 1.45％であることを鑑みれば妥当な数である。ただしほとんどの割合を個人

経営体が占めており、組織的な経営体が少ないことから農業継続の不安定さが懸念される。 

 

  



あとがき 

 

リーサスでは各機関が調査した結果からデータを提供しており、調査項目によっては市町村別のも

のもあれば都道府県別での調査や機関の定める地域別での調査もある。昨年度までは豊富なデータが

提供されており犬山市としてのあらゆる分野においての分析をするのに適切なデータが提供されてい

たが、2025 年 3 月のバージョンアップ以降 犬山市の分析をしようとした際に使えるデータが限定的

となってしまった。 

 また今回の分析においても、リーサスに公開されている最新の情報が項目によっては 2018 年のも

のであったりと、現在の結果として報告をするのに不向きな部分もあった。 

 

 そもそもウェブ上には各機関が調査した統計データが把握しきれないほど存在しており、その中で

内閣府が公開しているデータであれば信頼できて調査分野も多岐にわたることからリーサスが選定さ

れたが、バージョンアップ以降 その特長が失われてしまった。 

 

 リーサスの情報に限定して犬山市の経済を分析することとなった最たる理由は、以前は無数にある

統計サイトから必要な情報を探し当てることは非現実的であり、リーサスに限定することが最適であ

ったからである。しかしここ数年の技術革新によりＡＩが実用レベルに達し、ビッグデータからのデ

ータ抽出が容易になった。 

 そのため、次回からはリーサスを用いた経済動向分析ではなく、ＡＩを用いた犬山市の経済動向分

析として公表していきたい。 

 

 

 

 

 

 


